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Fig.16　東三河の主な弥生遺跡の消長
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2016年度　第１回　公開講演会 （ 9 ）
５．クロスロードとしての河原田遺跡
　長期間存続した河原田遺跡では、各時期において、遠隔地から物資や情報を入手していました。
ここからは、遠隔地との交流を示す出土遺物を見ていきましょう。
　弥生時代前期後葉の出土遺物でまず注目したいのは遠賀川系土器の壺です。遠賀川系土器とは
灌漑稲作とともに広がった土器だと、先ほど申し上げました。
　そして、もう一つ注目したいのは、金剛坂式（亜流の遠賀川式）の甕です。これも亜流の遠賀
川式というくらいですから、外来系の土器です。
　このような遠賀川系の土器（水稲耕作を基調として生まれた日常生活道具で、稲作とともに広
がった土器）が、河原田遺跡にもたらされています。本格的に稲作を始めた地域では、遠賀川系
土器をメインに使うようになる訳ですが、この時期、河原田遺跡ではまだ条痕文系土器をメイン
に使っていますので、遠賀川系土器はあくまで少数派で、客体的な存在です。それでも、このよ
うな外来系の土器が入って来ているということは重要です。遠賀川系土器が河原田遺跡にもたら
されたイメージを図化してみました（Fig.17）。
　この図のように、遠隔地か
ら一気に土器がもたらされた
のかも知れませんし、隣接す
る集落同士のネットワークを
通して、集落から集落へとリ
レー方式で伝えたのかも知れ
ません。また、土器自体が搬
入されたのではなく、土器づ
くりの情報や影響だけが伝わ
ったのかも知れません。いず
れにしても、弥生時代前期後
葉には、遠賀川系土器という
外来系の土器が河原田遺跡に
もたらされているのです。こ
の時期、西から、おそらく伊
勢方面からの情報や影響が河原田遺跡にもたらされていたのは間違いありません。
　次は、弥生時代中期前葉における遠隔地との交流を示す出土遺物を見ていきましょう。
　まずは、尾張地方の朝日式の壺に見られる貝殻描文の土器です。この土器は小さな破片が出土
しただけですが、頸部は筒状で、口頸部と胴部の長さがほぼ等しくなるようなプロポーションの
壺です。土器の表面を見ると、ギザギザの貝殻でひっかいた直線文が観察できます。ひっかきな
がら途中で貝殻を止めた痕（二枚貝の弧状の静止痕）も観察できます。これは、尾張地方の朝日
式の土器の手法です。ですから、この土器は尾張地方の手法をこの地域で取り入れた土器、すな
わち尾張地方のものに似せて作った土器だということになります（あるいは、朝日式に似せて作っ
た土器ではなく、朝日式の壺そのものである可能性もあります。この場合は尾張地方から運ばれ
てきた搬入品ということになります）。
　中期前葉で注目すべき次の土器は、朝日式の大型の鉢です。これは尾張地方から運ばれてきた
Fig.18　土器にみる交流（弥生時代中期前葉）
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搬入品だと思われます。
　中期前葉でさらに注目すべき土器があります。厚口鉢です。厚口鉢が確認できたことは私たち
にとって驚きでした。厚口鉢は、西からの外来系の土器で、扁平で口縁部が分厚い変わった形を
しています。厚口鉢は、弥生時代中期前葉に尾張を中心に分布するものです。西三河や三重県で
も出土します。どうやら尾張辺りの土器かと思われるものなのですが、これが、遠く岐阜県や長
野県などにも運ばれているのです。有名な奈良県の唐古・鍵遺跡でも出土しています。
　それなのに、なぜか、今まで東三河では厚口鉢の出土が確認されませんでした。東三河には存
在しない、というのが厚口鉢の分布の特徴でした。それが今回、河原田遺跡で厚口鉢の出土が確
認できたことによって（それも６点も確認できました）、東三河にも厚口鉢が分布していたこと
が明らかとなりました。
　言い方を変えれば、河原田遺跡は東三河にありながらも、厚口鉢を出土するような、尾張っぽ
い、西三河っぽい遺跡だ、と言うことができるでしょう。弥生時代中期前葉における外来の影響
をイメージ化すると次のよう
になります（Fig.18）。
　弥生時代中期前葉の河原田
遺跡には、尾張地方の朝日式
の壺に見られる貝殻描文の技
法がもたらされ（あるいは、
朝日式の壺そのものが搬入品
として持ち込まれ）、同じく
尾張地方の朝日式の大型鉢が
搬入品として持ち込まれ、こ
れまた同じく西からの外来系
の土器として厚口鉢ももたら
されているのです。河原田遺
跡には、弥生時代中期前葉に
も、これぞ尾張というような、
西からの影響や物資がもたらされていたのは間違いありません。
　次は、弥生時代中期中葉における遠隔地との交流を示す出土遺物を見ていきましょう。
　まずは尾張地方の貝田町式の細頸壺です。この細頸壺は、この土器自体が尾張地方からの搬入
品だと思われます。
　中期中葉で注目すべき次の土器は台盤状土製品です。これも尾張地方の貝田町式の製品です。
まるで土の塊みたいに見えますが、煮炊き用の甕の脚、甕の土台の役目を果たした土製品です。
この台盤状土製品も尾張地方からの搬入品だと思われます。
　中期中葉でさらに注目すべきは、外面を飾る丸い模様（刺突円文）と、太い横線（太い沈線）
が特徴的な細頸壺です。遠江の嶺田式土器の特徴とよく似ています。この細頸壺は、小さな破片
が出土しただけですから、遠江地方から搬入された嶺田式土器なのかどうか判断できませんけれ
ども（破片だとなかなか素性が掴みにくいのです）、少なくとも遠江の嶺田式土器との親縁性を
想起させるものである、ということは指摘できます。
　弥生時代中期中葉における河原田遺跡への外来の影響をイメージ図にすると次のようになりま
Fig.19　土器にみる交流（弥生時代中期中葉）
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す（Fig.19）。
　弥生時代中期中葉の河原田
遺跡には、尾張地方から貝田
町式の細頸壺と台盤状土製品
が搬入品として持ち込まれて
おり、さらに、遠江の嶺田式
土器と親縁性のある細頸壺も
存在しました。すなわち、弥
生時代中期中葉の河原田遺跡
には、西の尾張地方からの文
物がどんどん入って来ており、
さらに、東の遠江地方とのネ
ットワークもあった、という
ことになります。この時期、
東西からの文物や影響が河原
田遺跡にもたらされ、活況を呈していたであろうことは想像に難くありません。
６．弥生文化は海から来た
　今ご覧いただきましたように、河原田遺跡には、弥生時代の前期後葉・中期前葉・中期中葉と、
継続的に遠隔地からの物資や情報がもたらされていました。このように長期間存続した河原田遺
跡ですが、その集落規模は特に拡大することもなく、一定規模でずっと継続したようです。これ
は興味深いことです。
　例えば、中期中葉の頃、東三河で灌漑稲作が始まった時期になっても、河原田遺跡は集落規模
を拡大することなく、一定の規模でずっと継続したようです。河原田遺跡ではたくさんの土器棺
が出土していますから、小さな集落だった筈はありません。ある程度の大きさの集落だったこと
は間違いないのです。それにしても、長期間継続した集落であるならば、東三河で灌漑稲作が始
まった中期中葉に集落規模が拡大しそうなものですが、そうはならなかったようなのです。集落
が大きくなれば、その時期の出土遺物の量も多くなる訳ですが、その様子は見られません。
　先ほども申し上げましたように、灌漑水田には大きな労働力が必要です。ですから、灌漑水田
を始めれば、当然、集落の規模は大きくなります。言い方を変えれば、集落規模を大きくしない
と灌漑水田は行なえない、ということになります。
　河原田遺跡においても、中期中葉以降、米づくりは行なわれたでしょうが、集落が拡大した様
子がないことから、水田は大規模ではなかったと推測します。つまり、河原田遺跡は大規模な水
田を持たなくても営なんでいけた集落だった、と考えられるのです。
　河原田遺跡は、大きな水田を持つのではなく、遠隔地からの物資や情報の中継基地として、海
の玄関口として機能した集落だったのではないか、と考えられます。弥生時代前期から後期まで
ずっと存続し、海の近くに位置することから、私はそのように考えます。
　東三河を見渡せば、河原田遺跡は海の玄関口的な位置を占めています。また、河原田遺跡のす
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ぐ傍を流れる安藤川は、音羽川の旧流路ですから、その流れを遡っていけば、上流のいくつかの
弥生遺跡にたどり着きます。河原田遺跡は、海の玄関口、中継基地として機能した、だから大規
模な水田を持たなくても営なんでいけたのだ、と考えます。
　まとめますと、河原田遺跡には、弥生時代前期後葉においては西から（伊勢方面から）の物資
や情報がもたらされました。弥生時代中期前葉にも西から（尾張方面から）の物資や情報がもた
らされました。弥生時代中期中葉には西から（尾張方面から）物資や情報がもたらされるととも
に、東の遠江方面とのネットワークもありました。このような外来物資や外来情報の受け入れ口、
中継地点、海の玄関口、それが河原田遺跡だったと考えます。
　もちろん、外来系の土器が出土するのは河原田遺跡に限ったことではありません。他の遺跡で
も散見されます。それでも、河原田遺跡ほど長く存続した弥生遺跡はほとんどありません。それ
に、河原田遺跡の土器を見ていますと、東三河にありながらも、西からの影響を強く感じます。
　私は、河原田遺跡が東三河のすべての弥生遺跡の玄関口だったなんて、大それた事を言うつも
りはありません。けれども、河原田遺跡が、東三河における弥生文化の入口の一つ、それも重要
な入口だったことは間違いないと思います。河原田遺跡の土器を見ていますと、東三河において
「弥生文化は海から来た」と言えるのではないか、と思えるのです。これは、東三河の初期弥生
文化成立を考えるうえでのキーワードになると考えます。
　今日は、資料整理を終えている弥生時代中期までの話を中心に報告させていただきました。弥
生時代後期以降についても今後資料整理を進めて、また皆様にお話させていただく機会があれば
幸いです。ご清聴ありがとうございました。
